
 

遠野市長記者懇談会（平成 31 年 1 月 25 日） 発表項目 
 

 

■日時 平成31年１月25日（金）11：00～12：00 

■場所 市役所本庁舎 多目的大会議室 

 

 

 

【発表項目】 

１ 第１３回全国どぶろく研究大会ｉｎ遠野の開催について （資料No. １） 

 

２ 「ふるさと遠野音楽祭」の開催について （資料No. ２） 

 

３ 遠野緑峰高校「平成３０年度プロジェクト発表会」について （資料No. ３） 

 

４ 中高生海外派遣交流事業の報告について （資料No. ４） 

 

 

 

 

今後の主要行事、お知らせなど 

(1) 年末年始の主要観光施設への入込状況について （ お知らせNo. １ ） 

(2) 平成３１年度市民税・県民税（国民健康保険税）の申告相談について （ お知らせNo. ２ ） 

(3) 遠野市立博物館 平成３０年度冬季特別展「遠野のひな人形」について  （ 別添チラシ ） 



 
 

 

百年の縁を 
１００年続く絆に 

永遠の日本のふるさと遠野 

資料 Ｎｏ．１

 

 
第１３回全国どぶろく研究大会ｉｎ遠野の開催について 

 

【発表の要旨】 

  全国のどぶろく製造者及び関係者等一堂に会し各特区認定地区の特定酒類製造の状況、活

用方法、地域への波及効果について意見・情報交換を行い相互の理解を深め、都市と農山漁

村交流を活発にするとともに地域の活性化を図るため開催する。 

 今回で第 13回目となる大会、平成 18年、平成 23年に続き遠野市での開催は３回目となる。

 
１． 大会日程及び会場、内容 
(1) 開催日 平成 31年２月７日(木) 

 (2) 日程及び会場 下記のとおり 
時間 会場及び内容
15時 30分 遠野市民センター大ホール 開会式 
15 時 50 分 遠野市民センター大ホール 基調講演

講師 米田 雅子 氏 慶応義塾大学先導研究センター特任
教授  
演題「どぶろくから始まる地域活性化」       

17 時 
 

遠野市民センター大ホール 事例発表
発表者 農事組合法人宮守川上流生産 桶田 陽子 氏 
    一般社団法人遠野ふるさと公社 松本 知浩 氏 

18 時 30 分 
 20 時 30 分終
了 

あえりあ遠野交流ホール  どぶろく試飲会・交流会 会費 5,000 円 
 19 時 15分 どぶろくコンテスト審査結果発表及び表彰式 

 
 ２．どぶろくコンテスト開催について 
  (1) 開催日時 平成 31年２月７日(木) 12 時 30 分から 17時まで 
  (2) 開催場所 あえりあ遠野中ホール 
  (3) どぶろくコンテスト出品状況 

 18 道府県 56 事業者 86 品（淡麗 41品、濃芳醇 45品） 
  (4) 審査方法 
    淡麗の部、濃芳醇の部２部門を５名の審査員が（仙台国税局鑑定官室、岩手県

工業技術センター醸造技術部、学識経験者）日本酒品質評価と同様なプロファイ
リング方式により採点し、最優秀賞１点、優秀賞３点、入賞５点を選出する。 

  
 ３．大会実行委員会会長及び副会長 
  ・会 長 江川 幸男 氏（附馬牛町 ＭＩＬＫ－ＩＮＮ江川代表） 
  ・副会長 浅沼 幸雄 氏（宮守町 農事組合法人宮守川上流生産代表理事組合

長） 
  
４．構造改革特区（濁酒製造事業関連） 

  ・176 自治体（平成 30年 8月 8日時点） 

 

 

遠野市記者発表資料 
平成 31 年 1 月 25 日 

遠野市産業部六次産業室 

遠野市産業部六次産業室 （菅原） 

  ☎ 0198-62-2111 （内線 442） 

担 当



 

 

百年の縁を 
１００年続く絆に 

永遠の日本のふるさと遠野 

 

「ふるさと遠野音楽祭」の開催について 
 
【発表の要旨】 
  首都圏の学生団体「Mother Earth Project」（マザーアースプロジェクト）と

市内中学生による舞台「ふるさと遠野音楽祭」が、１月27日（日）に開催され
ます。 

 
【発表の内容】 
 
１ 趣 旨 
  東日本大震災をきっかけとして、全国で音楽交流活動を実施している学生団体

「Mother Earth Project」（以下、「ＭＥＰ」）が、遠野市内の中学生と共に、１
年間かけて音楽を通じたワークショップを実施してきました。その集大成を「遠
野ふるさと音楽祭」として、一般の方に披露するものです。 

 
２ 日 時 
  平成31年１月27日（日） 
  開場 12時30分 開演 13時30分（15時30分終演予定） 
 
３ 場 所 
  遠野市民センター 大ホール 
 
４ 出 演 
  市内中学生約80名、ＭＥＰメンバー約40名 計 約120名 
 
５ ゲスト 
  馬頭琴奏者 セーンジャー氏、民謡歌手 佐野よりこ氏 
 
６ プログラム概要 
 ・第１部 あの時を忘れない「ＭＥＰと仲間たちによる演奏」 
  ＭＥＰによる演奏のほか、楽器や指揮の体験ワークショップが行われます。 
 ・第２部 異文化への架け橋「伝統的な詩や楽曲の演奏」 
  ２人のゲストによる演奏のほか、ＭＥＰと協働での弦楽五重奏も披露されます

。 
 ・第３部 協奏曲「ふるさと遠野」 
  市内中学生とＭＥＰによる演奏・合唱を身体表現と共に披露します。 
 
７ 入場料 
  一般 1,000円（学生以下無料） 
 
８ 主 催 

一般社団法人 遠野みらい創りカレッジ、ＭＥＰ 
 

９ 共 催 
  遠野市 
 
10 後 援 
  遠野市教育委員会、ＩＢＣ岩手放送、岩手日報社、エフエム岩手 
 
※イベントの詳細については、一般社団法人遠野みらい創りカレッジ（電話：
0198-60-1276）に直接お問合せください。 

遠 野 市 記 者 発 表 資 料 
平成 3 1 年 1 月 2 5 日 
生 涯 学 習 ス ポ ー ツ 課 

市民センター生涯学習スポーツ課 (萩野) 

   電話 0198-62-4413 （内線 217） 

担当 

資料 Ｎｏ．２
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遠野緑峰高校 「平成３０年度プロジェクト発表会」について 
 

 
 

【発表の要旨】 
 平成31年１月28日（月）に、遠野緑峰高校の生産技術科・情報処理科の生徒のみな
さんが、それぞれの学科の研究活動の成果を発表するとともに、「農」と「商」の融合
について地域へ発信する「プロジェクト発表会」が開催されます。 

 

【発表の内容】 
１ 開催日時等 
 (1) 日 時  平成31年１月28日（月） 

午後１時から午後３時25分
まで 

 (2) 会 場  遠野市民センター 大ホール 
 (3) 参加者  遠野緑峰高校の生徒・保護者、 

市立中学校生徒、関係機関、 
遠野ホップ和紙を育てる会、 
伝統野菜研究会 

※どなたでも観覧できます。 
 (4) 発表方法 プロジェクターを用いた口頭       

発表（10分以内） 
 

２ 発表内容 
(1) 発表 

① 科目「農業と環境」  
ダイズ栽培プロジェクト（生産技術科１年） 

② 伝統野菜の普及拡大への挑戦 （野菜果樹研究班） 
③ 摘花された花たちの再利用  

～天然色素から生まれるホップ和紙の新たなる挑戦～（草花研究班） 
④ （和牛＋白米）×愛＝∞ 

～愛情たっぷりの牛肉を食卓へ～（作物畜産研究班） 
⑤ 遠野産ホップの新たな魅力を発信！ 
   ～食材としての毬花の活用に関する研究～（食農研究班） 

 
(2) 学習成果発表 

① 平成30年度「遠野市高校魅力化推進事業」 
ホップ和紙を使った商品開発について（情報処理科３年 全員） 

② 遠野の宝「ホップ和紙」 
～強靭な和紙の開発と新たな利用価値を求めて～（草花研究班） 
  ※日本学校農業クラブ全国大会（会場：鹿児島県） 優秀賞受賞 

 

 

 

 
 

遠 野 市 記 者 発 表 資 料 

平 成 3 1 年 1 月 2 5 日 

教育委員会事務局 学校教育課 

資料 Ｎｏ．３

教育委員会事務局 学校教育課（澤村） 

   電話 0198-62-4412 （内線 286） 

担当 

昨年度の発表会 

（ホップの毬花活用食材プロジェクト） 
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中高生海外派遣交流事業の報告について 
 

【発表の要旨】 
  本市の姉妹都市アメリカ合衆国・テネシー州・チャタヌーガ市へ、中浜艶子

教育長を団長とした中高生海外派遣交流事業訪問団を派遣しましたので、その

活動内容等について詳細をお知らせします。 

 
【報告の内容】 

１ 教育長によるチャタヌーガ市での活動内容 

  平成30年度中高生海外派遣交流事業の団長として、遠野市教育委員会教育長が下記日

程によりチャタヌーガ市を訪問しました。その活動内容は、次のとおりです。 

(1) 中高生海外派遣交流事業受け入れ協力者への表敬訪問 

遠野チャタヌーガ友好委員会、日系企業コマツ・アメリカ、中高生を受け入れてい

る２校（ＣＳＡＳ校、ＣＳＬＡ校）等への謝意表明及び相互交流の継続と発展に向け

た意見交換及び協力を依頼しました。 

(2) チャタヌーガ市役所表敬訪問 

アンディ・バーク市長への表敬訪問を行い、教育

分野での相互交流の継続と発展に向けた連携・協力

を確認した他、姉妹都市パスポートセレモニーへ参

加しました。 

(3) 外国語指導助手（ＡＬＴ）等の招へいに係る可

能性調査及び現地視察等 

   テネシー大学チャタヌーガ校等を訪問し、外国

語指導助手（ＡＬＴ）等の招へいについて各校担

当者とその可能性について協議した他、各校の施

設や授業等を視察しました。 

 

２ 中高生の活動内容 

  中学生９人は、自ら設定したテーマについての研修に取り組みました。 

また、高校生は、今年度から高校魅力化プロジェクトの一環として、派遣人数を４人

から８人に拡充したほか、チャタヌーガ市の産業に触れる選択制コース別研修（ビジネ

スコースと農業コース）を実施し、高校生が自らの将来を考える研修を行いました。 

 

３ 派遣先 

  アメリカ合衆国・テネシー州・チャタヌーガ市 

  （高校生訪問団は、ニューヨーク市へも派遣） 

 

４ 派遣期間 

(1) 教育長 

 平成31年１月４日（金）から11日（金）まで 

 ６泊８日 

遠野市記者発表資料 

平成 31 年１月 25 日 

市民センター生涯学習ｽﾎﾟｰﾂ課 

資料 Ｎｏ．４

チャタヌーガ市庁舎にて、アンデ

ィ・バーク市長とセレモニー参加 

ハミルトン郡ブライアン・ジョンソ

ン教育長(右)等との意見交換 



 
百年の縁を 

１００年続く絆に 
永遠の日本のふるさと遠野 

(2) 中学生 平成31年１月４日（金）から16日（水）まで 11泊13日 

(3) 高校生 平成31年１月４日（金）から19日（土）まで 14泊16日 

 

５ 報告会 

  中高生海外派遣交流事業訪問団による報告会を次により開催します。 

(1) 日 時 平成31年２月４日（月）午後４時から午後６時まで 

(2) 場 所 あえりあ遠野 ２階交流ホール 

(3) 内 容 中学生９名、高校生８名引率教諭２名による研究報告等 

 

 

 

 

 

【参考情報】 

これまでの交流 

(1) 姉妹都市締結 

平成29年９月15日、オープンしたばかりの遠野市役所本庁舎にて、遠野市の本田敏

秋市長とチャタヌーガ市のアンディ・バーク市長により、姉妹都市として締結した。 

(2) は じ ま り 

  平成元年度に、遠野高校と遠野緑峰高校から海外交流の素案を遠野市が受領した。 

(3) 教 育 交 流 

   平成２年度、市内高校２校が米国の国際教育交換協議会からの推薦により、チャタ

ヌーガ市にあるＣＳＡＳ校と姉妹校として締結。その後、ＣＳＬＡ校も加わった。 

平成３年３月に、初めて市内高校生（10名）をチャタヌーガ市へ派遣。 

昨年６月には、10年ぶりにチャタヌーガ市の高校生を受け入れた。 

(4) 市 民 交 流 

  昨年11月には、平倉神楽保存会を中心とした公式訪問団を派遣した。 

(5) その他の交流 

  平成28年９月、一般財団法人遠野市教育文化振興財団に、国際化支援員(アレック

ス・ヒューイさん)を招へいした。 

 

・ 交流実績（平成31年１月25日現在） 

           （単位：人回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 派遣 受入 

総人数 ５３８ １３０

高校生 ２１４ ８８

中学生 １６９ －

一 般 １５５ ４２

市民センター生涯学習スポーツ課 (長門、菊池) 

   電話 0198-62-4413 （内線 215） 

担当 
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◇主要観光施設の入込状況                     (単位：人) 

主要観光施設の入込状況について年末年始期間（12/29～１/３） 

 
【概要】 

期間中は天候に恵まれましたが、入込は減となりました。 
今年度は、産直施設と遠野ふるさと村、旅の蔵の入込みが少なかったものの、

昨年11月に共用化となった立丸峠トンネルの影響からか、伝承園、たかむろ水光
園及びカッパ淵の入込が増加し、道の駅（風の丘及びみやもり）が昨年度と同様
の入込でした。 

期間中、穏やかな天候が続いたことに加え、１月４日を休日として大型連休を
取得し、年末年始を市外・県外で過ごす傾向があったものと思われます。 

この結果を遠野市観光推進協議会で検証し、今後の誘客施策につなげていきた
いと思います。 

主要観光施設等への入込数 約３万５千人 

 

 

 
 

【要旨】 
  年末年始期間の市内の主要観光施設（宿泊・神社・寺含む）への入込者数は、

約３万５千人であった。 

施  設  名 今期 前年 前年比 

旅の蔵遠野 239 273 87.5％

とおの物語の館 105 106 99.0％

物産館「赤羽根蔵」 25 18 138.8％

遠野ふるさと村 187 259 72.2％

伝承園 223 166 134.3％

たかむろ水光園 1,900 1,837 103.4％

遠野風の丘 10,948 10,910 100.3％

道の駅みやもり 2,945 2,945 100％

産直ともちゃん 146 209 69.8％

夢産直かみごう 779 817 95.3％

小計 ① 17,497 17,540 99.7％

宿泊施設(あえりあ遠野・たかむろ水光園) 301 370 81.3％

神社・寺 

(遠野八幡宮・早池峯神社・南部神社・福泉寺) 16,309 26,860 60.7％

小計 ② 16,610 27,230 60.9％

カッパ淵（無人カウンター） 1,508 450 335％

小計 ③ 1,508 450 335％

全体計 ①＋②＋③ 35,615 45,220 78.7％

遠野市記者発表資料 

平成 31 年１月 25 日 

産 業 部 観 光 交 流 課 

お知らせ Ｎｏ．１

産業部観光交流課 (立花) 

 電話 0198-62-2111 （内線 810-315） 

担当 
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平成３１年度市民税・県民税（国民健康保険税）の申告相談について 

【発表の要旨】 
  平成31年度市民税・県民税（国民健康保険税）の申告相談を受付します。 

 
【発表の内容】 
  市民税・県民税（国民健康保険税）の申告相談を市内10会場で受付します。 
 
１ 期日  
   平成31年２月７日（木）から３月15日（金）までの32日間 
 
２ 時間・会場等  
 

日程 受付時間 受付地区 対象行政区 会 場 

２月 

7 木 9:00 ～ 16:00 宮 守 町 

鱒 沢 

２・４・５・６ 
ふるさと交流館 

8 金 9:00 ～ 12:00 １・３ 

9 土 9:00 ～ 16:00 
綾 織 町 

１・２・５・７ 
綾織地区センター 

11 月 9:00 ～ 15:00 ３・４・６ 

12 火 9:00 ～ 16:00 
小 友 町 

１・２・４ 
小友地区センター 

13 水 9:00 ～ 15:00 ３・５ 

14 木 9:00 ～ 16:00 
附 馬 牛 町 

３・４・６・７ 
附馬牛地区センター 

15 金 9:00 ～ 15:00 １・２・５ 

16 土 
9:00 ～ 16:00 

土 淵 町 

１・３・６・９・10 

土淵地区センター 18 月 ５・７・８ 

19 火 9:00 ～ 12:00 ２・４ 

20 水 
9:00 ～ 16:00 

上 郷 町 

１・５・７ 

上郷地区センター 21 木 ２・４・９・10 

22 金 9:00 ～ 15:00 ３・６・８ 

23 土 9:00 ～ 16:00 
青 笹 町 

４・５・６・７・８ 
青笹地区センター 

25 月 9:00 ～ 15:00 １・２・３ 

26 火 
9:00 ～ 16:00 宮 守 町 

宮 守 

１・５ 
みやもりホール 

（ギャラリー） 
27 水 ２・４・７ 

28 木 9:00 ～ 12:00 ３・６ 

３月 

1 金 9:00 ～ 16:00 宮 守 町 

達 曽 部 

２・４・５・７ 達曽部多目的研修集会施設 

（達曽部地区センター） 2 土 9:00 ～ 12:00 １・３・６ 

4 月 

9:00 ～ 16:30 

遠 野 町 

１・４・９・11・12 

遠野市役所 

とぴあ庁舎 

（２階大会議室） 

5 火 ２・６・10・13・14 

6 水 ３・５・７・８・15 

7 木 

松 崎 町 

４・５・７ 

8 金 ３・６ 

9 土 １・２・８ 

11 月 

全    町 

12 火 

13 水 

14 木 

15 金 

 
 
 

遠 野 市 記 者 発 表 資 料 

平成 31 年 1 月 25 日 

総 務 企 画 部 税 務 課 

お知らせ Ｎｏ．２

総務企画部税務課 (佐々木) 

   電話 0198-62-2111 （内線132） 

担当 
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